
市
で
は
、地
域
防
災
力
向
上
に
必
要
な
「
自
主
防
災
組
織
の
結
成
」

や
家
族
・
会
社
の
安
全
を
守
る
「
防
災
士
の
育
成
」
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、「
自
主
防
災
組
織
活
動
育
成
補
助
金
」と「
防

災
士
育
成
補
助
金
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

自分の命や財産を
自分で守る

自分のたち住む地域を
自分たちで守る

市や県など公的機関の
救助や支援

自主防災組織活動育成補助金

防災士育成補助金

自治会 自
主
防
災
組
織
の
必
要
性

地
域
防
災
力
の

向
上
の
た
め
に

　
大
規
災
害
の
発
生
時
、
自
治
会

な
ど
に
よ
る
自
主
防
災
組
織
が
結

成
さ
れ
て
い
れ
ば
、
１
つ
の
組
織

と
し
て
迅
速
な
対
応
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
地
域

で
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
災
害
へ

の
備
え
は
で
き
て
い
ま
す
か
。
災

害
発
生
時
を
想
定
し
た
、
自
主
防

災
組
織
結
成
の
必
要
性
を
見
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
防
災
士
に
は
家
庭
・
職

場
・
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
幅
広
い
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
災
害
へ
の
対
応
知
識
を

備
え
る
こ
と
で
、
私
た
ち

の
生
命
や
財
産
を
守
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

市では、災害対策用資材の購入費の
補助など自主防災組織の活動を支援
しています。

市では、地域の防災力向上となる人材を育成するた
め、防災士の資格取得に必要な費用を補助します。

　限度額：�20万円

　　（１組織１回限り）

　�発電機、消火器、備蓄食料、救急
用品の購入などに利用できます。

限度額：�６万２千円 （１人あたり）
補助対象経費：研修講座受講料、資格取得試験受
験料、資格認証登録料

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

防

そ
の
人
に
合
っ
た
防
災
・
避
難
時
の

提
案
を
し
て
い
ま
す

古
ふるいち

市　律
り つ こ

子
医療ソーシャルワーカー

さん

　
災
害
時
に
誰
か
の
手
を
借
り
な
い
と
避
難
で

き
な
い
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
災
害
時
の
こ
と

を
み
ん
な
で
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え

て
い
た
時
、
市
の
補
助
事
業
「
防
災
士
育
成
補

助
金
」
制
度
を
知
り
、
防
災
士
の
資
格
を
取
得

し
ま
し
た
。
本
人
や
家
族
も
含
め
、
医
療
介
護

で
支
援
す
る
み
な
さ
ん
に
、
避
難

時
の
こ
と
や
防
災
の
こ
と
を
日
常

的
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
、
防
災
士

と
し
て
提
案
し
て
い
ま
す
。

地
元
密
着
の
郵
便
局

地
域
貢
献
の
た
め
防
災
士
へ

廣
ひ ろ せ

瀬　絹
き ぬ え

絵
下館駅前郵便局長

さん

　
郵
便
局
を
安
心
・
安
全
な
場
と
し

て
機
能
さ
せ
、
地
元
住
民
を
避
難
場

所
へ
誘
導
す
る
こ
と
が
局
長
の
務
め
だ
と
思
い
、

局
長
に
就
任
し
た
４
月
に
、
市
の
「
防
災
士
育

成
補
助
金
」
を
利
用
し
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

郵
便
局
で
は
「
筑
西
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の

掲
示
や
安
全
な
避
難
に
関
す
る
案
内
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
小
中
学
校
の
防
災
訓
練
や

地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
参
加
し
、

地
域
の
防
災
力
向
上
に
貢
献
し
た
い
で
す
。

　
深
見
自
治
会
で
は
、
平
成
27
年

８
月
に
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し

ま
し
た
。
翌
月
に
は
市
か
ら
自
主

防
災
組
織
活
動
育
成
補
助
金
を
い

た
だ
き
、
消
火
器
や
無
線
機
な
ど

を
購
入
し
ま
し
た
。

　
当
自
治
会
は
災
害
に
弱
い
地
域

で
す
。
災
害
時
に
、
取
る
べ
き
行

動
を
事
前
に
確
認
し
て
お
く
こ
と

で
、
い
ざ
と
い
う
時
に
、
落
ち
着

い
て
行
動
す
る

こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。 

 「
ま
さ
か
」
は
い
つ
か

や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
時
に
、
慌

て
ず
対
応
で
き
る
よ
う
、
地
域
の

防
災
力
を
高
め
、
万
全
の
備
え
を

し
て
お
き
た
い
で
す
。

災

自助

公助

共助

自主防災組織

防  災  士

大
お お わ だ

和田　豊
ゆたか

深見自治会長
さん

防災士 防災士
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逆
に
大
き
な
収
穫
で
す
。
訓
練
の
重
要
性

を
再
認
識
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　
今
年
度
か
ら
は
、
中
地
区
自
治
会
員
や

消
防
団
、
交
通
安
全
協
会
な
ど
の
関
係
団

体
の
み
な
さ
ん
と
連
携
し
た
、「
地
域
防

災
体
制
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
、
７
月
に
は
基
本
構
想
や
組
織
に
つ

い
て
説
明
し
、
８
月
は
研
修
会
を
行
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。

防
災
の
見
直
し
を

　
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
家
庭
内
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用

し
、
防
災
用
具
や
避
難
場
所
の
見
直
し
や

家
族
同
士
で
の
決
め
事
な
ど
を
確
認
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
自
治
会
で
の

「
共
助
」
に
つ
い
て
も
一
考
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す

地域のテーマを市民の目線で

市 民 記 者 の ペ ー ジ

栗
くりはら

原  幸
ゆきお

雄さん（樋口）

あ
な
た
の
自
治
会
も
災
害
時
の

共
助
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
近
年
、
東
日
本
大
震
災
や
鬼
怒
川
・
小 

貝
川
の
氾
濫
な
ど
の
大
き
な
災
害
が
発
生

し
、
市
内
で
も
建
物
の
損
壊
や
浸
水
で
不

便
な
生
活
を
経
験
し
た
人
が
い
た
と
思
い

ま
す
。

　
今
回
は
、
自
主
防
災
活
動
に
つ
い
て
、

中
地
区
折
本
上
第
三
自
治
会
の
中
丸
会
長

に
お
話
を
伺
い
、
災
害
時
に
地
域
や
近
隣

の
人
が
互
い
に
協
力
し
合
い
、
大
切
な
命

を
守
る
「
共
助
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
た
。

筑
西
市
の
防
災
活
動

　
市
内
に
お
け
る
自
主
防
災
組
織
の
結
成

数
は
１
１
４
組
織
で
あ
り
、
市
で
は
さ
ら

な
る
結
成
向
上
の
た
め
、
地
域
の
防
災
活

動
に
補
助
金
を
用
意
し
、
防
災
組
織
の
作

り
方
、
訓
練
方
法
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

市
職
員
に
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
。

折
本
上
第
三
自
治
会
の

防
災
活
動

　
折
本
上
第
三
自
治
会
で
は
、
平
成
29
年

11
月
に
地
区
内
で
落
雷
に
よ
る
火
災
が
発

生
し
た
こ
と
で
、
自
治
会
員
の
意
識
が
高

ま
り
、
翌
年
４
月
の
総
会
で
自
主
防
災
組

織
の
結
成
を
決
め
ま
し
た
。

　
自
治
会
で
は
「
自
主
防
災
会
規
約
」
や

災
害
時
の
行
動
を
明
確
に
す
る
た
め
の

「
組
織
図
」、「
非
常
連
絡
網
」
を
作
成
し
、

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
市
か
ら
支

給
さ
れ
た
補
助
金
で
は
、
各
世
帯
分
の
非

常
持
出
用
袋
（
３
８
０
０
円
）
と
各
種
防

災
用
具
を
購
入
し
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、

避
難
時
の
行
動
や
避
難
場
所
、
緊
急
連
絡

先
が
明
示
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
防
災

マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
各
世
帯
に
配
布
し

ま
し
た
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
併
せ
て
保

管
す
る
と
、
避
難
場
所
や
取
る
べ
き
行
動

な
ど
が
一
目
で
わ
か
り
、
災
害
時
に
活
用

で
き
ま
す
。
近
隣
住
民
と
の
結
び
つ
き
が

希
薄
に
な
る
中
、
自
治
会
単
位
の
防
災

マ
ッ
プ
は
非
常
に
役
立
つ
と
感
じ
ま
し

た
。

　
結
成
か
ら
２
年
目
に
は
、
隣
接
す
る
折

本
上
第
一・
二
自
治
会
と
共
同
で
防
災
訓

練
と
研
修
会
を
行
い
、
だ
れ
も
が
災
害
時

に
自
分
で
行
動
で
き
る
よ
う
に
「
消
火
器

の
使
い
方
」
や
「
車
い
す
の
救
出
救
護
」、

「
A
E
D
の
使
い
方
」
の
訓
練
や
非
常
食

の
炊
き
出
し
体
験
を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
活
動
で
中
丸
会
長
は
「
非
常
食
の
炊

き
出
し
が
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が

折お
り
も
と
か
み

本
上
第
三
自
治
会
で
構
築
し
た
防
災
体
制

地域内の避難所や高齢者世帯など
が明示された防災マップを各世帯
に配布しています。

年の初めに家の防災対策
と併せて「共助」について
考えたいと思います。

中地区の災害を想定した地図と中丸会長

近隣自治会と共同で行った
防災訓練と中地区公民館に
展示している防災用品
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